






わが国の先天代謝異常マス・スクリーニングは、昭和 50 年国及び都道府県の補助をうけて、

急速に受診率の増加を見た。昭和 54 年クレチン症が加わり、また近年 Pilot study として

先天性副腎過形成症が対象となっている。しかし、一方では先天代謝異常マス・スクリー

ニングには多くの改善すべき点が指摘されている。本年は海外諸国の調査の結果を参考に

し、わが国の採血及び濾紙についての問題点の検討を行った。 


